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プ ロ ダ ク ト マ ネ ー ジ ャ ー 制 組 織

開

発

営

業

生

産

・事業部制に加え、事業部内に職能間の調整をおこなうプロダクトマネージャーを配置した組織形態

A事業部

プロダクトマネージャーa

B事業部

プロダクトマネージャーb

マ ト リ ク ス 組 織

開

発

営

業

生

産

・ 事業の独立性と全社的な効率性を同時に追及するために、事業部間を横断的に調整をおこなうプロ
ダクトマネージャーを配置した組織形態

A事業部

プロダクトマネージャーa 開

発

営

業

生

産

B事業部

プロダクトマネージャーb

C事業部

プロダクトマネージャーc

開

発

営

業

生

産

開

発

営

業

生

産

1-2 経営管理

　企業は、外部にある資源（人・物・金・情報）を活用し、内部にある技術やノウハウを使って新しい価値

を生み出し、顧客に販売し利益を得ます。市場経済の中で活動している企業は、常に他社との競争にさ

らされており、経営の品質を磨くことは重要です。企業は事業活動全般にわたって管理をおこないます。

　協働体系として組織化がおこなわれている企業内部では、組織は横方向に部門化、縦方向に階層化

がおこなわれ、ピラミッド化した重層組織となっています。権限は上位から下位に委譲され業務が執行

されます。効率的に業務をおこなえるよう、合理的に階層化を図り、階層間にある結束点での滞留や対

立をなくし、組織内の流れが円滑に進められるようでなければなりません。
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経営管理

全社的な視点からおこなわれる企業内外に対する管理行動
・経営組織の編成・人事制度等社内制度の整備・財務政策の立案
・マーケティング・市場分析・経営分析
・新規事業開発、人材開発
・中長期経営計画の立案・経営戦略の策定　など

業務管理 企業内の各種業務を対象におこなわれる管理行動
・財務管理・生産管理・購買管理・販売管理・顧客管理・労務管理

1-3 経営戦略

　企業はその存続発展のため企業の将来像を想定し、その将来像実現のために経営戦略を練ります。

経営戦略は、現状分析と動向分析を踏まえて経営目標を描き、目標達成のための中長期経営計画をた

て、推進されます。

＜現状分析のポイント＞

経営体制 ①経営者、②経営組織、③経営戦略

技術力 ①保有技術、②知的財産権、③外部技術資源、④商品開発力、⑤技術継承

生産力 ①生産管理体制（工程管理、品質管理、原価管理、物流管理）、②保有設備

営業力 ①営業管理体制、②商品力（優位性）、③市場支配（市場規模、シェア、成長性）

財務力 ①収益性、②流動性、③成長性、④生産性、⑤効率性、⑥資金調達

情報システム ①対象範囲、②網羅性、③整合性、④利用度合い、⑤セキュリティ

＜動向分析＞　

顧客動向分析 顧客の購買行動に関する分析

消費者動向分析 消費者の購買行動に関する分析

市場動向分析 市場での取扱商品に関する分析

景気動向分析
景気変動の分析。
景気変動を示す指標は国民総生産・実質経済成長率・各種の物価指数・失業率・外国為
替相場・国際収支・鉱工業生産指数・公定歩合・倒産件数など。

　経営戦略には、全社的な成長戦略や事業単位の競争戦略、機能ごとの戦略（人事戦略、マーケティン

グ戦略、財務戦略など）があります。
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章

入 力項目

3-4 入力方法② 仕訳帳入力

　仕訳帳では、あらゆる科目を使って、取引を入力することが可能です。ただし、１：１の単一取引のみとな

ります。【仕訳処理】－【3.帳簿入力】－【1.仕訳帳入力】をクリックします。

　別ウィンドウで開かれた仕訳処理画面の配置と大きさをドラッグで適切に調整しましょう。

伝票日付 借方科目 貸方科目 金額 摘要

※ここでは、単一取引（1：1の取引）のみ入力可能です。

ステータスバー：項目移動とともに、操作に関するヒントが表示されます。

入力済み取引が表示されない場合
1. ［F３］キーを押すか、または【F3設定】ボタン
をクリックし、「仕訳帳入力-設定」を表示

2. 帳簿設定タブ内にある「起動時の伝票表示：
すべて表示する」をクリックで選択

3. 【OK】ボタンをクリック後、仕訳帳入力を終
了し、再度、起動します。
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日付の入力 ： ［１０］と入力し、［Enter］キーを押します。
※年または月を修正する場合は、［←］キーまたは該当欄をクリックして行います。

借方勘定科目の入力 ： 科目コード［７４４］と入力します。
※科目コードがわからない場合は、［スペース］キーで、科目検索が可能です。
※画面上部の入力済み取引も参考情報として活用しましょう。

貸方科目の入力 ： 勘定科目コード［１１１］と入力し、
　　　　　　　　補助科目コード［１］と入力し［Enter］キーを押します。

金額の入力 ： ［４３７６１３］と入力し、［Enter］キーを押します。

摘要文の入力 ： ［本社電気代振替］と入力しましょう。
※運用設定にて、摘要コードを「入力する」としている場合、摘要コード欄が
　表示されます。今回は使用しません。

［Enter］キーを押し、登録します。

◆次の取引を入力してみましょう

例題2

2月10日、普通預金口座（青山銀行）から、本社電気代1月分 437,613円が引き落とされた。

【伝票日付】2月10日　【借方科目】水道光熱費（744）　【貸方科目】普通預金（111）・青山銀行（1）
【金額】437,613円　　【摘要】本社電気代振替

例題3

例題２で入力した水道光熱費の口座引き落とし取引は、1月に未払金で計上してありました。
したがって、相手科目は、水道光熱費ではなく、未払金（315）・電気代（8）で処理すべき取引でした。
正しく、修正しましょう。

１．例題２の入力済み取引行をクリックで指定後、【F9修正】ボタンをクリックします。
２．借方勘定科目コードをクリックし、［３１５］と入力し、補助科目コード欄は［８］を入力し、
　 ［Enter］キーを押します。
３．［Enter］キーを押し、摘要欄に移動し、さらに［Enter］キーを押し、修正を完了します。
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OBCアートステンレス工業㈱

お食事代として

￥1 , 6 2 0

X 　　3  　18

○○県○○市○○町 X-X
TEL. XX-XXXX-XXXX　FAX. XX-XXXX-XXXX

登録番号 ： Ｔ0000000000

￥1,620
￥14710

日付　'X年03月18日  00:00
車番　　0000000　　000
　基本運賃

　　合計
上記金額領収致しました。
（消費税を含みます）

領 　 収 　 証

 ○○県○○市○○町X-X
○○交通株式会社

5,290円

5,290円

☎XX-XXXX-XXXX
登録番号 ： Ｔ0000000000

　　（内、消費税額10％ 　　　480円）

※タクシー代
［740・旅費交通費］

車検費として

￥1 0 7 , 1 0 0

領収証

上記正に領収いたしました

但

内　訳
現　金
小切手
手　形
その他
合　計

No.

金　額

年　　　  月　　　  日X 　　3  　20

￥ 107,100

￥ 107,100

OBCアートステンレス工業㈱ 様

スズキオート
○○県○○市○○町 X-X
TEL. XX-XXXX-XXXX　FAX. XX-XXXX-XXXX
登録番号 ： Ｔ0000000000

※残業食事代【製造】
［648・福利厚生費］

※車検費用
［746・修繕費］

領収書15

領収書16

領収書17
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合　計

現金
釣銭
20XX/03/20   XX:XX

領収証

○○○○コーヒー　○○店
○○県○○市○○町X-X
Tel XX-XXXX-XXXX
登録番号 ： Ｔ0000000000

様

1,260円

2,060円
800円

1. XXXXXXX
2. XXXXXXX

XXXX円
XXXX円

（内、消費税額10％　　　　114円）

OBCアートステンレス工業㈱

OBCアートステンレス工業㈱

お食事代として

￥1 , 8 4 0

X 　　3  　21

○○県○○市○○町 X-X
TEL. XX-XXXX-XXXX　FAX. XX-XXXX-XXXX

登録番号 ： Ｔ0000000000

￥1,840
￥16710

自動車税納税通知書　　× 年度

○○県
自動車税総合事務所長

XXX-XXXX
○○県○○市○○町 X-X

納付番号　　×××××××××
会計年度　　　　×年度
登録番号　　××　×××××
登録年月日　　　○年○月○日
納期限　　　　  ×年×月×日
　×年度定期課税分
税額　　　¥81,680円

発付年月日

領 収 日 付 印領 収 証 書

お 問 い 合 わ せ 先

XXX-XXXX ○○県○○市○○ XX-XX-X
電話 XX-XXXX-XXXX

OBCアートステンレス株式会社　  　　　  様

納　人　　 住　所　・　氏　名　（　名　称　）

¥81,680円合計金額

納　　期　　限　　  ×年  ×月  ×日

　　  ×年  ×月  ×日

× . 3 . 2 0

×

××銀行 ××
支店

出 
納 印

※車検 自動車税等
［757・租税公課］

※打ち合わせ 喫茶代
［756・会議費］

※残業食事代【製造】
［648・福利厚生費］

領収書20

領収書18

領収書19
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③貢献利益図表
  前記の損益分岐点図表では、いずれも貢献利益の金額が図表の縦軸、横軸で表示することができま

せんでした。貢献利益の金額を示した図表は、貢献利益図表と呼ばれます。

  この貢献利益図表は、原点から右上へ伸びた売上高線と原点からの貢献利益線が書き込まれていま

す。売上高線から下方へ変動費の値を取り、原点から直線を書き込みます。この直線が貢献利益線で

す。横軸と平行に書き込まれた固定費線と貢献利益線が交わる点が損益分岐点で、貢献利益から固定

費を差し引いて営業利益￥０の点です。

売 上 高
貢献利益

売上高

損益分岐点

損益分岐点売上高

売上高線

貢献利益線

固定費線

0

④貢献利益率と損益分岐点売上高
　売上高に対する変動費の割合を変動費率、売上高に対する貢献利益の割合を貢献利益率と呼びま

す。貢献利益図表では、貢献利益線の傾きが貢献利益率を表しています。貢献利益は、売上高から変

動費を差し引いた金額ですので、その関係をつぎの式で表すことができます。

1 ー   変動費率      ＝     貢献利益率

変動費率  ＝
変動費

売上高

貢献利益率  ＝
貢献利益

売上高

売上高    ー 　　　　　　　 ＝
貢献利益

売上高

変動費

売上高

変動費

固定費

変動費

貢献利益
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　貢献利益率が算定されている場合、売上高に対する貢献利益の割合、つまり、収益率が求められてい

ることになります。そして、企業、またはプロジェクトの固定費の金額が判明すれば、損益分岐点売上高

を求めることができます。

　つまり、貢献利益から固定費の金額を差し引いて営業利益が¥０ということは、貢献利益と固定費の

金額が同額となる点で、その売上高が損益分岐点売上高ということです。

売上高      ＝     固定費    ÷   貢献利益率

損益分岐点売上高  ＝
固定費

貢献利益率

売上高    ×   貢献利益率      ＝     固定費

  また、貢献利益率が判明している場合、目標営業利益を達成する売上高はつぎの式で求めることが

できます。

損益分岐点売上高  ＝
固定費 ＋ 目標利益

貢献利益率

2-3 安全余裕率と損益分岐点比率

  安全余裕率とは、現在の売上高の水準が損益分岐点の売上高からどのくらい離れているか。つまり、

どの程度、売上高が落ち込んだら損益分岐点を下回ってしまうのかを表しています。

  また、損益分岐点比率とは、現在の売上高に対する損益分岐点売上高の位置（割合）を意味していま

す。つまり、安全余裕率と損益分岐点比率をあわせると「1」になるわけです。

損益分岐点比率 安全余裕率

損益分岐点売上高 現在の売上高

安全余裕率（％）  ＝
現在の売上高 ー 損益分岐点売上高

現在の売上高
× 100

損益分岐点比率（％）  ＝
損益分岐点売上高

現在の売上高
× 100



定価2,200円（本体2,000円）
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